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例  言

1 本書は、三日市A遺跡 (第 2・ 8・ 19次 )の埋蔵文化財発掘調査報告書である。
2 遺跡の所在地は石川県野々市市三日市町地内である。
3 調査原因は野々市市北西部土地区画整理事業に伴うものである。
4 調査は、野々市市北西部土地区画整理組合の依頼を受けて野々市市教育委員会が行つた。
5 現地調査は平成13。 15・ 17年度に実施した。面積・期間・担当者は以下のとおりである。
平成13年度調査 (第 2次) 期 間  平成13年 10月 15日 ～平成13年 12月 25日

羅豆  蕊表    2,200rド

担当者  徳野裕子 野々市町教育委員会文化課 主事
平成15年度調査 (第 8次) 期 間  平成15年 4月 7日 ～平成15年 10月 7日

雇訂  をミ   3,300ポ

担当者  徳野裕子 野々市町教育委員会文化課 主事
平成17年度調査 (第19次) 期 間  平成17年 7月 6日 ～平成17年 11月 23日

面 積  2,506ポ
担当者  横山貴広 野々市町教育委員会文化振興課 専門員

6 出土遺物の整理は平成15年度、平成16年度、平成21年度に野々市町教育委員会が行った。
7 報告書の刊行は平成23年度に野々市市教育委員会文化振興課が実施した。担当分担は以下のとおり
である。

第 1章 第 2章 第 3章 第 4章   徳野裕子
第 5章               横山貴広

8 現地調査、本書の執筆にあたつては、野々市市北西部土地区画整理組合、柿田祐司の協力を得た。
(敬称略)

9 本書についての凡例は以下のとおりである。
(1)方位は座標北と指し、座標は国土交通省告示の平面直角座標第Ⅶ系に準拠している。

(2)水平基準は海抜高であり、 (m)で表示する。

(3)挿図の縮尺は図に示すとおりである。また、写真図版における遺物の縮尺は統一していない。

(4)出土遺物番号は、本文・観察表・写真に対応する。

(5)土層図の注記の一部は、農林水産省農林水産技術会事務局・財団法人日本色彩研究所監修『新版標

準土色帖』に拠った。

(6)遺構名の略号は以下のとおりである。

掘立柱建物 (SB)、 竪穴建物・竪穴状遺構 (SI)、 溝 (SD)、 土坑 (SK)、 小穴 (P)、 不明遺構 (SX)

10 調査に関する記録と出土遺物は、野々市市教育委員会が一括で保存・管理している。

11 例言・本文中に記載されている野々市町の名称は2011年 11月 11日 の市制施行に伴い現在は野々市市

となつている。
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第 1章 調査の経過

第 1節 調査に至る経緯

本書に収録の三日市A遺跡は野々市市三日市町・三日市町地内に位置する。当該地周辺は農地として

の土地利用が主であり、開発を契機とする発掘調査はほとんど行われていなかったため、遺跡の分布の

実態は不明瞭であつた。しかし、近年の周辺の都市化に伴い、生活環境と宅地化の促進を目的とした野々

市町北西部土地区画整理事業が施行されることが決定した。これを受けて施行区域内には埋蔵文化財存

在の可能性が考えられることから、確認調査の必要が生じ、平成■年 8月 25日 付けで野々市町産業建設

部長から野々市町教育委員会教育長宛に土地区画整理事業区域内の埋蔵文化財の分布調査の依頼がなさ

れ、平成■年 8月 31日付けで野々市町教育委員会教育長から野々市町産業建設部長宛に土地区画整理事

業区域内の埋蔵文化財分布調査を行う旨の回答をした。これに基づき、施行区域65.4ha内 に試掘坑を352

箇所 (う ち337箇所試掘実施)設定し、平成11年 9月 27日～同年10月 19日 まで試掘調査を行つた。その結果、

以前より存在の確認されていた二日市イシバチ遺跡、新たに三日市A遺跡、三日市ヒガシバンボ遺跡、

郷クボタ遺跡、徳用クヤダ遺跡が確認され、区画整理施行区域内には 5遺跡が存在することがわかった。

本報告の発掘調査は県道二日市・徳用線築造に伴い行われた発掘調査で、築造予定地のほとんどが埋

蔵文化財包蔵地範囲内であつたことから、数ヵ年に渡り発掘調査を行つている。三日市A遺跡について

は第 2次 :平成13年度、第 8次 :平成15年度、第19次 :平成17年度に発掘調査を実施している。

第 1図 三日市A遺跡調査区図(1/5,000)
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

野々市市は石川県のほぼ中央に位置する。山海のない平坦地

で、北東部は金沢市、西南部は白山市とそれぞれ接している。

南北6.7km、 東西4.5km、 面積13.56団の市域を有する。市域は霊

峰自山を源とする県下第一級河川手取川によって形成された

手取川扇状地の北東部にあたり、扇央部と扇端部の狭間に位置

する。現在の野々市市は近世から明治大正期にいたる耕地整理

開発により平坦な地形であるが、以前は微高地と微低地が混在

する凹凸の多い地形であつた。これは手取川から派生する多く

の小河川が洪水や氾濫を繰り返すことによって島状地形がつ

くり出されたからである。野々市市の遺跡の多くはその微高地

上に所在する。

本書で取り上げる三日市A遺跡は野々市市北西部に広がる広

大な遺跡である。遺跡周辺は以前までは田国が広がる風景で

あつたが現在では区画整理が進み、今まで広がつていた風景は

大きく変貌を遂げている。 第 2図 野々市市位置図

第 2節 歴史的環境

三日市A遺跡の所在する手取川扇状地扇端部は縄文時代から中近世までの遺跡が数多く存在する地域

である。ここでは三日市A遺跡周辺の遺跡を概観する。

縄文時代を代表する遺跡は国指定史跡の 3御経塚遺跡が挙げられる。この遺跡は縄文時代後・晩期の

大集落跡で、竪穴建物や環状木柱列、多彩な土器・石製品などが出土している。

弥生時代は農耕文化が定着する時代であるが、野々市市周辺では後期になってようやく各地で集落が

増加してくる。 7二日市インバチ遺跡をはじめとして、 3御経塚遺跡、10三 日市A遺跡などがある。

古墳時代に入ると再び遺跡数は激減する。 1御経塚シンデン古墳や二日市インバチ遺跡で前期古墳が

確認されているのみで、集落についてもこの 2遺跡のほかに上新庄ニシウラ遺跡程度しかなく、弥生時

代後期とは比較しようがない少なさである。

奈良・平安時代には、手取川扇状地扇央部で政治勢力を背景とした39末松廃寺が 7世紀に建立され、

それに伴い、30三納アラミヤ遺跡 。33粟田遺跡などの大規模な集落跡が急増する。

中世に入ると、手取川扇状地の更なる開発に乗 り出す在地武士の林氏と富樫氏が台頭して くる。林氏

は野々市市南部から白山市鶴来地区にかけて、富樫氏は野々市市東部の高橋川流域からその北方にあた

る伏見川流域一帯にかけて地盤を築いていつた。林氏が活躍する鎌倉時代に高橋川を天然の要害とした

武士の居館跡である24扇が丘ハフイゴク遺跡が扇が丘地内に出現する。

承久の乱 (1221)以降、林氏の勢力は衰え、富樫氏が台頭してくる。富樫高家は加賀国の守護職に任ぜ

られ、守護所 (22富樫館跡)を野々市に構えた。館の周囲では市場などの都市的機能をもつた場や、墓地

やその関連施設など信仰の場があつたことが分かつている。当該時期の集落遺跡は、10三 日市A遺跡・

12徳用クヤダ遺跡・32三納ニシヨサ遺跡などでも確認されている。

参考文献
『野々市町史 資料編 1』  2003 野々市町史編纂専門委員会
『野々市町史 集藩編』  2004 野々市町史編纂専F日委員会
『図説 野々市町の歴史』 2005 野々市町史編纂専門委員会
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第 3図 周辺の遺跡(1/20,000)

番 号 遺  跡  名 時 代 番 号 遺  跡  名 時 代

1
御経塚シンデン遺跡

御経塚シンデン古墳群
弥生 古墳 中世 近陛 三林館跡 中世

三 納 卜ヘ イ ダゴシ遺 跡 中世

2 卸経塚経塚 中世 近世 三 納 ア ラ ミヤ還跡 弥生 中世
3 御 経塚 遺跡 縄文  弥 生  古代  中世  近世 藤平田ナカシンギジ遺跡 中世

4 御経塚 オ ッソ遺跡 弥生  中世 三納ニ シ ヨサ遺跡 中世

5 長池ニシバンボ遺跡 縄文 弥生 古墳 中世 近世 粟田遺跡 縄文 古代 近世

長池 キタ ノハ ン遺 跡 弥 生 中世 近 世 清金 アガ トウ遺跡 縄 文  古代 中世
7 二日市イシバチ遺跡 弥生 弥生 中世 近世 木松 TH濃館跡 古 代 中世

野代遺跡 縄 文 末松福正寺遺跡 福正寺跡 古代

9 三 日TFヒ ガ ンタ ンボ還跡 古 代 中世 木松 ダイ カ ン遺跡 古代

三 日市 A遺跡 弥生 古代 中世 木松 B遺跡 古代

郷 クボ タ遺跡 古 代 中世 末松廃 寺跡 弥生  古代  中世  近世
徳用クヤダ遺跡 古代 中世 古元堂館跡 不 詩

上宮寺跡 中世 末松 C遺跡 古 代

押野大塚遺跡 縄文  弥生 末松 古墳 古墳

押野タチナカ遺跡 押野館跡 縄文 弥生 中世 末松A遺跡 縄文 古代 中世

押野 ウマ ワタ リ遺 跡 弥生  中世 大館館 跡 古代 中世

横川本町遺跡 弥生 中世 木松砦跡 不詳

高橋 セ ボネ遺跡 弥生  中世 渫 癌 辛 琳 不 詳

山川館 跡 縄文  中世 末松 し りわん遺跡 古代 近 世

高橋 ウバ ガ タ遺跡 弥生 下新庄アラチ遺跡 古代

扇 が丘 ゴシ ョ遺 跡 弥 生 古 代 中世 下新庄 タナ カ ダ遺 跡 古 代

富樫館跡 縄文 中世 近世 上新庄遺跡 古 代

扇 が丘 ヤ グラダ遺跡 古 代 中世 上林古墳 古墳

扇が丘ハワイゴク遺跡 縄文  弥生  古代  中世 「D2 上林 テ ラダ遺跡 古 代

菅 原 キ ツネヤ ブ遺跡 中世 近世 上新庄ニンウラ遺跡 弥生 古墳 古代
堀内館 跡 縄 文 中世 近 世 M 上林遺跡 弥生  古代
田中ノダ遺跡 弥生 古墳 安養寺遺跡 弥生 古代

第 1表 野々市市の遺跡 (上図での位置の掲載は配路まで)

-3-



第 3章 第 2次調査

第 1節 発掘・整理作業の経過

当初の計画では県道二日市・松任線築造予定部分である2,100ポ の埋蔵文化財発掘調査を実施する予定

で、平成13年 5月 7日付で野々市町北西部土地区画整理組合と委託契約を取り交わしていたが、工事計

画に変更が生じ、当初調査予定箇所より300m程 はなれた県道二日市・徳用線築造部分の一部である2,200

ポの埋蔵文化財発掘調査を実施することとなつた。平成13年 9月 10日付で調査地変更となる変更委託契

約を取り交わし、発掘調査承諾書は平成13年 9月 11日 に土地区画整理組合から提出された。文化財保護

法58条の 2第 1項に基づ く埋蔵文化財発掘調査報告は平成13年 10月 5日付教文第188号で野々市町教育

委員会教育長から石川県教育委員会へ報告した。

現地での作業は平成13年 10月 15日 より開始した。最初は大型重機による遺構面までの掘削より開始し、

10月 24日 に掘削を完了した。掘削と並行して10月 23日 より作業員による人力作業を開始し、外部委託に

よるグリッド測量も同時に行つている。A区については、遺構は溝やピットなど多数確認できたが、遺

物は少量にとどまった。B区では掘立柱建物 2棟を確認したが、C・ D区では遺構は希薄になり、遺物も

ほとんど出上しなかつた。調査は排水作業に時間を取られることが多かつたが12月 21日 に空中写真測量

を実施し、同日のうちに終了した。同月25日 には調査機材等の洗浄、搬出作業を終えて現地調査を終了

した。

出土遺物整理作業は平成15年度に実施した。遺物の整理作業は臨時職員が 4名担当し、遺物の実測図

作成及び遺物実測図トレース作業を 5月 に行った。

報告書の執筆刊行作業は平成23年 12月 より開始し、原稿執筆、図版作成、遺物写真撮影、報告書編集

を行い、平成24年 3月 に刊行した。

第 2節 調査の方法

調査の実施にあたつては公共座標を基準とした10m× 10mのグリッド杭の設定を外部委託により行つ

た。アルファベットと算用数字を用いてグリッド割を行つている。グリッド杭設定後本格的な調査を開

始している。作業の内容は人力による遺構の検出・掘削や各遺構の記録の図示、写真撮影などである。

調査では掘立柱建物、土坑、溝などの遺構を検出した。遺構の土層断面や遺物の出土状況の写真撮影は

自黒フィルム、カラーリバーサルフィルムを使用し撮影を行つている。土層断面の記録作業はスケール

120で記録を行い、遺構番号は出土した遺物の取り上げと同時に番号を付す方法を取った。遺構完掘後

は調査区内の清掃等を行い、ラジヨンヘリコプターによる空中写真撮影と測量を実施し現地での作業を

終了した。

第 3節 遺 橋

第 2次調査では古代を主体とした遺構を確認している。縄文時代では明確な遺構は確認できていない

が、AttSX01か ら縄文土器の日縁～体部が出上している。古代の遺構はA区・B区で確認され、掘立柱建

物、畝溝、溝、ピットを確認している。C区では河道跡を確認したが、遺物も確認されず、粘性が強い

ことから、 トレンチのみの掘削で地山面を確認するだけに留めた。河道跡より西側にあたるDoE・ F区
は遺構が確認されたA・ B区よりも地山面が10～70cm低 く、土の粘性が強く遺構も希薄となつている。
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古代の遺情

SB01(第 5図 )

B区西で確認した軸N-14° Wに向きをとる建物である。 2間 ×2間の側柱建物で、桁行5.35m× 梁行

4.88m、 床面積26.lrの南北棟である。柱穴の形は円形に近く、直径30～ 51cmで、深さは18～ 50cmであっ

た。P4は Pl― P6のライン上から大きくずれる。何れの柱穴からも遺物は出上していない。

SB02(第 5図 )

BttSB01の 南西で確認された軸N-20° Wの建物である。 1間 ×2間の側柱建物で桁行3.05m× 梁行

2.05mの東西棟で床面積6.25ずである。柱穴の形はP4が若千歪であったがほとんどが円形で、直径25cm

～55cm、 深さは 9 cm～39cmであつた。何れの柱穴からも遺物は出上していない。SB01、 02共に遺物は出

上していないが、周辺における遺物の出土状況から見て古代の遺構であると判断した。

SK01(第 6図 )

A区南西で確認した精円形の上坑である。東西ラインが長辺で、1.8m、 短辺0.55m、 深さは27cmであっ

た。土師器の小片が数点出上している。

SK02(第 6図 )

B区東で確認された土坑である。形は楕円形で長径が1.04mで短径が0.88m、 深さは最深部で39cmであっ

た。遺物は須恵器邦(3)が 1点出土している。

P01(第 6図 )

A区南西の南壁付近で確認した。東側に別のピットと切り合っており、形は歪な精円形であつたと考

えられる。長辺は0.65m、 短辺は0.45mで深さは最も深いところで41cmで あつた。内部からは須恵器の横

瓶(5)が出上している。

P02(第 6図 )

B区北東部分で確認した。形状は円形で径40cm、 深さ54cmであった。須恵器の邦(4)が出土している。

SD01(第 6図 )

A区北東隅での確認のためほとんどが調査区外となる。確認できたところで幅50～ 70cm、 深さは50cm

であった。土師器、須恵器それぞれ 1点出土している。

SD02(第 6図 )

A区中央付近を南北に走る浦である。幅70～ 80cm、 深さは 9 cm～ 26cmで、A区内の畝浦と並行して走る。

このSD02を境にして東側では畝溝は見られなくなる。遺物は出上していない。

SX01(第 6図 )

A区中央付近の畝溝群の中で確認した。形は歪で内部からは縄文土器(1)が出上している。周辺に縄文

時代の遺構が確認できず、確証がないことから当該期の遺構として抽出した。

古代以降の遺橋

SD03・ SD04(SD04・ 第 6図 )

SD03は A区西端に南北に走る溝である。灰色をベースとした覆土からは近世の陶磁器が出土している。

B区西端のSD04も近世の遺物が出上しており何れも近世の溝であると考える。
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第 6図  SK・ SD・ PiSX遺橋図・土層断面図 (S=1/40)
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第 4節 遺 物

本調査では縄文時代、古代、近世の遺物が確認されたが、総体的に遺物の量は少ない。これらの中で

遺構から出上したものや、特出すべき形態のものを中心に15点選定し、実測図を掲載した (第 7図 )。

縄文時代については土器片が数点出土しており、掲載点数は 1点である。

古代は本調査では実測掲載できないものがほとんどであったが出土点数が一番多く、須恵器、土師器

が出上している。

近世では、溝から出上しているものが大半である。以下、主要な遺構からの出土資料や特徴的な土器

などを掲載した。

1は SX01から出上した縄文土器である。日縁～体部までのもので、底部の出土はなかった。外面には

斜め方向の条痕が施されている。 2は縄文土器の底部で外面には網代痕が確認できる。縄文土器につい

ては、実測には至っていないが他の遺構からも数点であるが出上している。 3・ 4は須恵器のrThである。

4は底部が厚く立ち上がりが緩やかである。 5は須恵器の横瓶である。焼成が不良のため体部が窪んで

おり、焼成時の際に付着した他の須恵器が窪んだ箇所に残っている。

6～ 15は近世の陶磁器である。碗や皿、鉢など生活雑器が多く、ほとんどがSD03・ 04からの出上である。

第 5節 小 結

今回の発掘調査では縄文時代、古代、近世の遺構 。遺物を確認することができた。

縄文時代では、遺構から遺物の出上が見られたが、当該期の遺構とは決定付けるに至らなかつた。今

回の調査だけでなく周辺の調査でも縄文期の遺物が確認されていることから、今回のものも食料採取な

どの一時的な生活拠点地と考えたい。

古代では掘立柱建物 2棟 と耕作地、溝を確認した。調査地の西へ向かうと地山面は低くなり遺構は希

薄になつていく。耕作地については東西15m、 南北15mに渡つて確認し、更に北側に耕作域は広がる。

畝溝からの遺物の出土はごく少量で時期を決定付ける状態のいい遺物は出上しなかつた。掘立柱建物に

ついては 2間 ×2間 と1問 ×2間の 2棟のみの検出であつた。柱穴からの遺物の出土はなく、耕作地同

様、遺構の時期を決定するには出土遺物の点数が乏しいが、周辺の遺構から出上の遺物や周辺調査の古

代遺構の時期から考えて 8世紀中ごろ～後半の集落の一部、耕作地であると考える。

近世では南北方向の溝を 2条検出している。農業用の用水として使用していたものである。

第 2表 出土遺物観察表
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第 4章 第 8次調査

第 1節 発掘・整理作業の経過

平成15年 3月 17日 付の野々市町北西部土地区画整理組合からの埋蔵文化財発掘調査依頼文書を受けて、

同年 3月 24日 に発掘調査実施計画書を提出、同日付で土地区画整理組合との埋蔵文化財発掘調査委託契

約を取り交わしている。文化財保護法58条の 2第 1項に基づく埋蔵文化財発掘調査報告は平成15年 4月

1日付教文第 6号で野々市町教育委員会教育長から石川県教育委員会へ報告した。

現地での作業は平成15年 4月 7日 より開始した。調査区は北からA区～E区の 5地区設定とし、最初は

大型重機による遺構面までの掘削を行い、A区を 4月 17日完了している。作業員による人力作業は 5月

1日 より開始した。作業は調査区周辺の環境整備、遺構検出を行い、縮尺 1/100の 遺構略図を図化しな

がら遺構の掘削を進めていった。A区については、斜めに横断するように自然河道跡が確認され、その

遺構についてはトレンチ掘削に留め完掘は行わなかつたが、その周辺には複雑に切 り合う溝や、多数の

ピットを確認し、調査区南側では掘立柱建物を 3棟検出した。A区遺構完掘後は遺構清掃作業を行い 8

月28日 に空中写真測量を実施した。B区～E区については 6月 26日 ～ 7月 1日 に重機掘削を行い、B・ C

区では竪穴建物や竪穴状遺構など古代から中世の遺構を確認し、D・ E区については近世の浦や鞍部を確

認した。B区～E区の空中写真測量は10月 3日 に実施し、その後現場で遺構の個別写真の撮影や土層断面

実測作業などの残務作業を行い、10月 7日 に現地での調査を終了した。

出土遺物整理作業は平成16年度に実施した。遺物の整理作業は臨時作業員が 3名担当し、遺物の洗浄・

注記・実測図作成及び遺物実測図トレース作業を行つた。

報告書の刊行作業は平成23年 12月 より開始し、原稿執筆、図版作成、遺物写真撮影、報告書編集を行

い、平成24年 3月 に刊行した。

第 2節 調査の方法

調査の実施にあたっては公共座標を基準とした10m X 10mの グリッド杭の設定を外部委託により行つ

た。アルファベットと算用数字を用いてグリッド割を行つている。グリッド杭設定後本格的な調査を開

始している。作業の内容は人力による遺構の検出・掘削や各遺構の記録の図示、写真撮影などである。

調査の手順としては、設定した調査区ごとに調査を行い、遺構密度の高低差はあるものの、各調査区で

遺構・遺物を確認した。第 8次調査では竪穴建物、掘立柱建物、竪穴状遺構、土坑、溝などの遺構を検

出した。遺構検出後は略図を作成している。略図作成後遺構の掘削を行い、主要遺構や遺物が出上した

遺構検出状況 遺構掘削作業
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ものについては、記録作業を行つてから完掘した。記録作業はスケール 1/20で記録を行い、遺構番号は

出上した遺物の取り上げと同時に番号付す方法を取つた。遺構の上層断面や遺物の出土状況の写真撮影

は白黒フィルム、カラーリバーサルフィルムを使用し、デジボルカメラでの撮影も行っている。全ての

遺構完掘後は調査区内の清掃等を行い、ラジヨンヘリコプバーによる空中写真撮影と測量を実施した。

空中写真淑1量終了後は竪穴建物内のカマドの上層断面の実測を行い現地調査を終了した。

整理作業については、野々市市ふるさと歴史館内の調査整理室で実施した。整理作業の手順は、出土

した全ての遺物を洗浄し、乾燥した遺物に遺跡名や出上した遺構番号などを注記した。注記後は可能な

ものは接合を行い、残りの状態の良好なものについては実測図を作成し、 トレースを行つている。その

後現地調査で記録を行つた土層断面図などのトレースも実施した。

これらの作業完了後、報告書作成作業に取り掛かり、原稿執筆、報告書掲載の遺物の写真撮影、図面、

写真のレイアウト等を行い報告書を刊行した。

第 3節 遺 橋

第 8次調査では古代 。中世・近世の遺構を確認している。縄文時代・弥生時代については明確な遺構

は確認できていないが、A区自然河道などから縄文時代 ,弥生時代の遺物が確認されている。遺構の密

度についてはA・ B,C区では集落跡であることを裏付ける遺構が確認されているが、D・ E区では近世

の河道と古代の鞍部が確認されており、遺構の密度も希薄となる。

以下は遺構の概要である。

古代以前の遺構

自然河道

A区北～中央部分を斜めに横切る河道である。トレンチのみの掘削にとどめた。幅は17m、深さは1.3m

で、河道南側肩部はSD09と 切り合う。遺物は縄文土器 (1'4・ 6)、 弥生土器 (7～ 9)が出上している。

古代の遺構

S101(第 9図 )

B区北東で確認した。南辺と東辺が調査区外となる。確認できるところで東西ラインが27m、 南北ラ

インが3.lmで あつた。床面は整地されており、貼床を確認した。カマド及び焼土は確認していない。遺

物は土師器婉 (14)、 須恵器有台邦 (15)、 無台郷 (16)がそれぞれ出土している。

S102(第 10図 )

C区北東隅で確認した。建物の北西部分が別の遺構に切られているので全容は分からないが、平面プ

ランは隅丸方形を呈する。東西ラインが3,9m、 南北ラインは4.3m以上で、北東隅にはカマドの痕跡と思

われる焼土塊が広がつていた。煙道は確認できていない。竪穴内の遺物はほとんどがカマドの周辺で出

上しており、建物南側には貼床面が確認できた。遺物で図示できたものは土師器の甕 7点 (17～ 23)、 須

恵器の郷 4点 (24～ 27)、 須恵器瓶 (28)の 12点であつた。

SK04(第 15図 )

C区北側で確認し、S102の 6m程西に位置する。形は歪で、内部にピットを数基確認している。長径で

1.4m、 短径1.3mを 呈し、深さは48cmであった。遺物は弥生土器の底部片が 1点と古代のものと思われる

土師質の上器が数点出上している。
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1 耕土
2床 土
3耕 土
4耕 土
5床 土
6明 灰色粘質土 (暗灰色ブロック少量混 )
7青 灰色粘質土 (暗灰色ブロック鉄分混 )
8淡 褐灰色粘質土
9淡 灰黄色粘質土
10濁 灰褐色砂質土

11 淡灰色粘質土 (黄色ブロック混 )
12褐 灰色粘質土 (黄色ブロックごく少量混 )
13褐 灰色粘質土 (褐色が12より濃↓＼10のブロツクが少量混)
14明 淡灰色粘質土 (黄色ブロック混 )
15淡 灰色粘質土 (黄色ブロック混、灰色は 11よ り少し濃い)(貼床 )
16暗 褐色粘質土 (黄色ブロック混 )
17晴 灰色粘質土
18青 灰色粘質土 (黄色ブロック、暗灰色ブロック、暗褐色ブロック混 )
19青 灰色粘質土 (黄色ブロック、晴灰色ブロック、暗掲色ブロック混じるが黄色ブロックが 18よ り少ない)
20青 灰色粘質土

1610m
可

1 暗褐色粘質土 (黄色ブロック混 )
2淡 灰色粘質土 (黄色ブロック混、黄色ブロック固い、貼床 )
3淡 灰色粘質土 (黄色ブロック混 )
4暗 灰色粘質土
5暗 灰色ブロック、黄色ブロック、淡灰色ブロック混しつた土色 )

Btt S101遺橋図・土層断面図(S=1/60)

0                2m

第 9図
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鞍

骰

輸一ｂ

1 暗褐色粘質土
2 暗褐色粘質土 (黄色ブロック混 )
3灰 色粘質土
4淡 灰色粘質土 (黄色ブロック混 )
5 暗褐色粘質土 (暗灰色ブロック、黄色ブロック (固)混、貼床面)

1 暗褐色粘質土
2暗 褐色粘質土 (黄色ブロック (固 )混、貼床面)
3淡 灰色粘質土 (黄色プロック混 )
4暗 灰色粘質土 (黄色ブロック少量混)
5灰 色粘質土 (暗灰色ブロック混 )

1 明灰色粘質土 (黄色ブロック徽 かい)泥 )
2暗 褐色粘質土 (黄色ブロック混)
3 赤暗褐色粘質土 (焼土)
4赤 暗褐色粘質土 (焼土、3より更に赤色強い)
5 淡灰黄色粘質土 (暗灰色プロック混)
6淡 明灰黄色粘質上

第10図  Ctt S102遺構図・上層断面図 (S=1/40)
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SB01遺構図・断面図 (S=V40)
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第11図  A区



P02

C区北壁付近で確認した。SK04の西1.Omの場所に位置する。直径24cm、 深さ18cmの穴である。遺物は

ほぼ完形に近い須恵器郷 (38)が出上しており、付近に位置するピットからも同一個体の破片が出上して

いる。

中世の遺構

SB01(第■図)

A区南側の東壁付近で確認した軸N-10° Wの建物である。建物東側は調査区外のため確認できていな

い。 2間以上×2間の総柱建物で、桁行4.2m以上 X梁行4.lmの東西棟である。柱穴の形は歪な円形で、

直径30～39cmで、深さは16～40cmであつた。P3-P4-P5ラインはPl― P2ラ インに近接し、P5は東西ラ

インから40cmほ どずれる。P7からは縄文土器が1点出土している。

SB02(第 12図 )

A区南側西壁付近で確認した建物である。軸N-4°Wで西側は調査区外となる。桁行 2間以上×梁行

2間で4,7m以上×3.2mの総柱建物である。柱穴の形は歪なものはなく精円形や円形に近い形がほとんど

であった。直径20cm台のものが多く、精円形のP4のみが長辺35cmであった。深さは10cm～ 34cmであった。

何れの柱穴からも遺物は出上していない。

SB03(第 13図 )

AttSB02の南側に位置する軸N-1° Eの建物である。建物北側は調査区外となる。桁行 2間×梁行 4

間以上で9.Om以上×5.8m以上を測る。柱穴の形状は略方形や精円形が多く、径25cm～ 38cm、 深さ10cm～

33cmである。Pl― P2間は他の柱穴の間隔よりも狭い。柱穴からの遺物の出土は無い。

S103(第 14図 )

A区南で検出した竪穴状遺構でSB03内部の東南隅に位置する。形は歪な方形で、長辺は2.5m、 短辺は

長いところで1.3mであった。深さは最深部で10cmと 浅い。SB03と 軸が合うため付属施設と考えられる。

S104(第 14図 )

C区西壁近くに位置する竪穴状遺構である。長軸3.85m、 短軸1.75mで深さは最深部で22cmであった。

内部には数基のピットが確認している。上師器皿が 4点 (51～54)と 本報告に掲載はできなかつたが、珠

洲焼片と鉄製品が出土している。

I      S105(第 14図 )
C区中央付近に位置し、S104の東南に位置する。形は歪で内部には径20cm～55cmの ピットを数基確認

している。南はテラス状になつており北側は 6 cm低 くなる。最深部で25cmであった。遺物は土師器皿が

3点 (55～57)出上している。

SK01(第 15図 )

A区北で確認した歪な形の上坑である。東西ラインが長辺となり1,lm、短辺0.55mであつた。東西にテ

ィ      ラス部分があり、中央が深い。深さは中央の最も深い部分で40cmであつた。遺物は出上していない。
I         SK02(第 15図 )

I       A区 北、SK01か ら2m南西で確認された土坑である。形は楕円形を呈し、長径が1.50mで短径が1.05m、

深さは最深部で39cmであつた。遺物は須恵器 (3)が 1点出上している。

SK03(第 15図 )

A区北側の自然河道北肩付近に位置する。形は直径1.5m有する歪な円形で、南に一段テラスが設けら

れており、最も深い部分は42cmであった。遺物は出上していない。
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SD08 SD07

1570m

42

0 2m

1 暗灰色粘質土 (黄色フロック (小 )混 )
2 黒灰色粘質土 (黄色ブロック (小)混 )
3 暗反色粘質土
4 灰色粘質土 (黄色ブロック (小)混 )
5 灰黄色粘質土 (黄色ブロック (小 )混 )
6 黄灰色粘質土
7 灰色粘質土 (黄色ブロック (小)混、4よリサラサラした土 )
8 灰色粘質土 (黄色プロック (小)少混、暗灰色ブロック (小 )少混)
9 灰色粘質土 (8よ り濃い灰色、黄色プロック(小 )少混、皓灰色ブロック(小 )少混)
10 灰色粘質土 (回い黄色ブロック混)
11 明灰黄色粘質土
12 灰色粘質土 (7と同色、7よ リブロツク大 )
13 黄明灰色粘質土
14灰 色粘質土
15 青灰色粘質土
16 明青灰色粘質土
17 白灰色砂質土
48 明青灰色粘質土(16よ り粘質強い)
19 灰色粘質土と暗褐色粘質土との混土 (白反色砂質土、黄色ブロック混)
20 暗黄色粘質土 (暗灰色ブロック、明灰色ブロック混)

第12図

21 黄色ブロック、青灰色ブロック、暗灰色ブロックとの混土
22 青灰色粘質土 (暗灰色ブロック、黄色ブロック少混)
23 明緑灰色砂質土
24濁 灰色砂質土 (細砂 )
25 白灰色強粘質土
26 灰色砂質土 (小石混 )
27脅 灰色粘質土 (暗灰色ブロック混)
28 橙濁灰色砂質土 (粗砂 )
29 濁灰色砂質土 (粗砂 )
30 黄色ブロック、青灰色ブロック、暗灰色ブロックとの混土情灰色カ ック多混)

Att SB02・ SD遺橋図・土層断面図(S=1/40)

34 褐灰色粘質土 (黄色ブロック粘質土)
32 白灰色砂質土
33青 灰色粘質土 (暗灰色ブロック、黄色ブロック混)
34青 灰色粘質土 (白灰色砂質土混)
35 白灰色砂質土 (微砂、暗灰色ブロック混)
36明 青庚色砂質土 (微砂 )
37青 灰色粘質土 (小石混 )
38 礫層 (3cm～ 10cm大 )
39淡 膏灰色砂質土 (微砂 )
40淡 青灰色砂質土 (青灰色砂質土混)
41 淡青灰色粘質土 (橙色混 )
42暗 灰色粘質土 (黄色ブロック (大 )混 )
43 橙色砂質土
黎 褐灰色粘質土
45淡 青灰色砂質土 (微砂、40より濃い)

-19-



叶
翻
絆

鞘
翼
遇

o御ロヽ

艦

急を

S忘

-Oτ―

(01/1=S,国里蝙昌下,国勲凛lmg,s 図Ⅳ 国ε[喜



1580m

1灰色粘質土 (暗灰色、黄色ブロック渤
2灰色粘質土 (暗褐色ブロック、黄色ブロック混)
3淡灰色粘質土
4暗灰色粘質土
5明青灰色粘質土 (貢、反色マー功 レ状に混)

1灰色粘質土 (暗褐色プロック、黄色プロック混、炭化物混)
2灰色粘質土 (1よ り黄色ブロック多い)
3暗灰色粘質土 (灰色混、黄色ブロック混、貼床上のように回い土混)
4淡灰色粘質土
5灰色粘質土 (暗灰色ブロック、黄色ブロック河
6灰色粘質土 (2よ り薄い)
7灰色粘質土 (2よ り濃い)

1灰色粘質土 (黄色ブロックうすく河
2灰色粘質土 (黄色ブロック混)
3暗灰色粘質土 (黄色プロック混)
4灰 色粘質土

6灰色粘質土 (暗灰色ブロック混、黄色ブロック (小 )少混)
7灰色粘質土 (黄色ブロック (大 )多混 )

0                            2m

第14図  A・ Ctt S103～ 05遺橋図・土層断面図(S=V40)

診
⑥  ο
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蜘

1 褐反色粘質土
2掲 灰色粘質土 (黄色ブロック混)
3灰 褐色粘質土
4黄 色に灰色ブロック混

１

２

３

４

５

明灰褐色粘質土 (黄色ブロック混)
淡灰色粘質土 (暗灰色ブロック混)
淡黄色粘質土

淡黄色粘質土 (灰色ブロック混)
明灰色粘質土 (灰色ブロック、黄色ブロック混 )

1 淡明灰色粘質土
2淡 灰色粘質土
3灰 色粘質土
4暗 褐色粘質土
5淡 晴灰色粘質土
6灰 色粘質土 (黄色ブロック混)
7 明灰黄色粘質土

第15図  A・ Ctt SK遺橋図・

1 明灰色粘質土 (黄色ブロック、暗掲色ブロック、茂化物混)
2 明灰色粘質土 (黄色ブロック、暗褐色ブロック、黄色ブロック (大 )混 )
3 暗褐色ブロック、黄色ブロックの混ざつたもの
4灰 暗褐色粘質土 (黄色プロック泥)
5 淡明灰色粘質土 (黄色プロック混)
6 青灰色粘質土
7 灰色粘質土 (黄色プロック混 )
8 明反晴褐色粘質土 (黄色プロック混)
9 明反色粘質土 (黄色ブロック混、粘土質強い)

土層断面図 (S=1/40)

2反 色粘質土
3 明反色粘質土 (灰色、黄色ブロック混)
4明 灰色粘質土 (黄色力泡より少ない)
5 明反色粘質土 (灰色、黄色ブロック少量混 )
6灰 色粘質土
7明 灰色粘質土
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SK05(第 15図 )

前述のCttS104の東隣りに位置する。周辺はピット等遺構が多いため、一部切 り合つている。形は歪

な方形と思われ、長辺1.85m、 短辺1.7mで あつた。深さは18cmで ある。遺物は土師器片が数点出上して

いる。

SD01

A区北側を走る濤である。自然河道の北側に沿うように進路をとり、西から東へ向かい、途中でカー

ブし北調査区外へと伸びる。幅50～ 120cm、 深さは14cm～ 27cmを 測る。遺物は弥生土器 (10)や瀬戸美濃の

小片などが出土している。

SD02

SD01と ほとんど同じ流路であるが北側で分岐し調査区外へ抜けていく。分岐した箇所の溝幅は50cm～

70cmで深さは 7 cm～ 55cmであった。北壁から3m-7mの 区間は他の箇所よりも深 くなる。遺物は天目

茶碗 (58)、 土師器皿、弥生土器の小片が出上している。

SD03

SD02の西側に位置する。西側の壁から東へ進み、20m程進んだところで北に進路を変えて調査区外へ仲

びる。幅80cm～ 120cm、 深さは 6 cm～ 56cmを測る。遺物は縄文土器の破片、土師器皿 (59)が出土している。

SD04

AttSD03と ほぼ並走する濤である。SD03同様西側の壁から東へ進み、20m進んだところで北に進路を

変え、更に2mほ ど進んだところで終焉する。幅は20cm～ 30cm、 深さは1lcm～47cmで あった。出土した

遺物は縄文土器、土師器皿の小片であつた。

SD09

A区南に位置し、SD07と 切り合う溝である。長さ5mで、切り合つているため全体は明らかでないが、

確認できたところで最大幅60cm、 最深部で18cmで あった。上色は黒色土で、出上した遺物は珠洲焼のす

り鉢 (66)、 越前焼のすり鉢 (67)が出上している。

P03

C区北西に位置し、SK05の北2.Omに位置する。形は円形で、直径30cm、 深さ18cmであった。遺物は、

土師器皿が 131)の他に数点出土している。

P04

C区南に位置する。後述する近世濤のSDllの北側で確認している。形は歪で深さは30cmを測る。遺物

は灯明皿 (71)が 1点出上している。

P05

CttS104の南隣に位置する。直径36cm、 深さは25cmであった。遺物は卸目の確認できる珠洲焼すり鉢

(73)が 1点出上している。

中世以降の遺橋

SD05

A区中央部に位置する。西壁から東へ進み、後述するSD07に合流する。自然河道の南側に沿うように

進路をとる。清幅は20cm～30cmで深さは 7 cm～ 13cmで あった。出土した遺物は近世陶器と煙管の雁首が

1点ずつ出土している。

SD06

A区中央SD05と 並行して走る溝である。SD05同様西壁から東へ進み、後述するSD07に合流する進路

をとる。溝幅は l m12cmで深さは75cmで あった。遺物は珠洲焼すり鉢や近世陶磁器、動物のものと思わ

れる骨片が出上している。
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SD07(第 12図 )

A区を走る濤である。A区東南隅からゴヒヘ進み、37m程進んだところでクランクし進路を東に変えてA

区東の調査区外へ伸びる。幅 l m16cm～ 2m10cm程で深さは50cm～80cmを測る。出上した遺物は珠洲焼

や中国製青磁など中世のもの (60～64)も 出土しているが、ほとんどは近世の陶磁器類であった。

SD08(第 12図 )

A区で確認した濤である。途中 lmほ ど途切れるが、確認できた長さは26mほ どで西壁から調査区外へ

伸びていく。時期はSD07の方が新しく、切り合つているため全体の規格は定かではないが、確認できた

ところで幅 l m50cm、 深さは深い部分で60cmで あつた。遺物は古代の上器 129～37)土師器皿 (65)や近世

の陶磁器が出土している。

SD12

D・ E区で確認された溝である。完掘した状況から判断すると蛇行して流路をとっていたと思われる。

出土した遺物はほとんど近世の陶磁器であつたが、中世の陶磁器 (68～70)な ども出上した。

第 4節 遺 物

本調査では縄文時代、弥生時代、古代、中世、近世の 4時期の遺物が出上している。近世では溝から

出土したものが多く出上しているが、報告書ページ数に制限があるため本報告では近世以外の出上した

遺物の中から遺構から出上したものや、特出すべき形態のものを選定し実測図を掲載した (第 16図～19

図)。

1～ 6は縄文土器で、包含層、A区自然河道から出土したものが多い。 1・ 2、 5'6は 深鉢で、 1
は日縁のみの出土である。 2は縦位に条痕文が施され、屈曲部に列点文が施文されている。 l・ 2共に

晩期中葉～後葉の下野式土器である。 5は 日縁がくの字状の深鉢である。外面は横位に条痕文が施され、

内面には輪積み痕が確認できた。 6は内外面に条痕文が施され、内面上部には籾圧痕を確認している。

長竹式の後半期のものである。 3・ 4は底部のみの出上で、 4は網代圧痕が底部外面に見える。

7～ 13は弥生土器で、 7～ 9については何れもA区自然河道出土の柴山出村式の上器である。 7は深

鉢で外面には斜位に条痕文が施されている。 8は壷で内外面に赤彩、条痕文が斜位に施されている。日

縁外面には棒状の工具による沈線を有している。 9は体部のみの出上で、外面には赤彩と条痕文が確認

できた。10・ 11は甕の有段日縁～顕部で、10は 口縁外面の擬凹線 7本を確認している。12。 13は高邪の

邦部である。12は器形から推察して器台になる可能性がある。外面に擬凹線を 6本有し、内面にはミガ

キ調整を確認している。13は外面にミガキ調整痕を確認し、内面には細かいキズが残つている。10～ 13

は弥生時代後期後半の法仏式のものである。

14～50は古代の上器で、14～ 16はBttS101か ら出上している。14は内外面に赤彩が施された土師器塊

である。外面には調整の痕が強く残つている。15。 16は須恵器不である。17～28は CttS102よ り出土し

たものである。17～23は土師器甕で、日縁～体部のものがほとんどである。上師器甕の底部の出土は無

かった。17は 口縁端部に丸みを持ち、わずかであるがつまみ上げている。18は日縁が短 く外反して、端

部を丸く仕上げている。19の日縁は短いが大きく外反し、僅かにつまみ上げて端部を仕上げている。22

は内外面にカキロ痕が残るが、特に内面の痕跡が強い。23は体部内外面、及び口縁内面にカキロ痕がはつ

きりと残っており、外面には縦位に工具痕による調整痕が数本残つている。短い口縁は端部を垂直につ

まんで仕上げている。24～28は須恵器で、24～271ま郷である。25は 口縁～体部の出上であるが24と比定

して立ち上がりが緩やかである。26。 27は底部で27は厚みのあるつくりで底部9.5cmと やや大型である。

28は台付の瓶底部である。29～37は近世溝SD12よ り出土したものである。29～33は須恵器の邪である。

31。 32は底部外面に強いナデ痕が確認できる。34は底部のみの出土であるが底径13.2cmと 大型であるこ
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とから須恵器盤になると思われる。35は須恵器の壺の日縁部で、日縁は短く垂直に立ち上がる。外面に

は一部焼成時の火ぶくれの痕が残つている。36・ 37は須恵器瓶の体部下半～底部である。36は外面には

自然灰が降りかかり、高台端部が欠けている。 2点 とも形状・底径から台付壺になる可能性がある。38

～50は SX、 ピット、包含層等から出土したものである。39はSX01か ら出上した土師器の婉で、内外面

に赤彩が施され、体部内外面に煤が付着している。41は土師器甕の底部で、直径1.4cmの穿孔が lヶ所確

認できる。46は D区の鞍部から出上したもので邪を上師焼成している。

51～ 80は中世の土器・陶磁器を掲載したものである。51～ 54は S104か ら出土した土師器皿である。51・

52は 日縁部を外反させ、体部下半に稜をもつ。51は 口径6.5cmと しているが、小片の実測ため、径がもう

少し大きくなるかもしれない。53は平底で器高が1.2cmと 低い。 3点 ともAバイプである。54は厚手のつ

くりのCタ イプで、日縁端部をつまんで仕上げている。S104は土師器皿片の出上が多いが、他に実測に

は至っていない珠洲焼の破片や鉄製品も出上している。55～ 57は S105か ら出上した何れもAタイプの上

師器皿である。571ま平底で口縁は8.lcmを測る。器高は低 く立ち上がりも弱い。底部内面に強いナデ痕が

残る。58はAttSD02から出上した瀬戸美濃の天目茶碗である。外面の露胎部分が僅かに確認できる。59

はSD03出上のAタ イプの上師器皿である。深身痺イプのもので内外面磨耗が著しいが体部下半外面に指

圧痕が残っている。60～ 64は近世溝SD07よ り出上したもので60は 日縁内外面に灯芯油痕が付着 してお

り、灯明皿に使用したものである。61は珠洲焼の重である。日縁～頸部のみの出上で叩き痕が僅かに確

認できる。

62・ 63は珠洲焼す り鉢である。63は底部のみで卸目を 9本確認できた。底部外面には工具痕が深 く残つ

ている。64は瀬戸美濃の折縁小皿である。65は近世溝SD08か ら出土した土師器皿である。66・ 67は SD09

出上のもので、67は越前焼の鉢である。卸目は確認できないが、内面が滑らかなことからすり鉢として

使用されたと思われる。68～ 70は近世溝SD12の もので、68・ 69は瀬戸美濃で、68は形状から入子と思わ

れ、69は卸皿で底部外面に糸切りの痕跡を見ることができる。70は 白磁皿で、高台部分に lヶ所の択り

込みと、底部内面には lヶ所の胎土目を確認している。71～ 73は ピットから出上したものである。71は

P04の上師器皿で、日縁内外面に煤が付着しており、灯明皿として使用している。72は P03か ら出上のA
タイプの上師器皿である。日縁径が15cmで大型の類になる。外面に横ナデによる稜をもつ。実測には至

らなかったが同一ピットから他にも土師器皿が数点出上している。74～80は壁面及び包含層出上の上

器・陶磁器である。76・ 77は瀬戸美濃で、76は縁釉小皿で、日縁内外面に施釉されている。77は底部の

みの出上であるがおそらく平底末広碗になる。底部外面に回転糸切りの痕跡と僅かであるが灰釉が確認

できる。78は瀬戸美濃の合子の蓋になると思われる。79は青磁の筒型碗で、高台は低く底部外面は無釉

である。

81・ 82は砥石である。81は長辺 4面に使用痕が確認できる。82は 1面のみ使用痕を確認できたが他は

大きく欠損している。

註 上器や陶磁器の分類。年代決定については以下の文献を参考にした。
柿田 祐司 2006助日賀・能登の様相」F中世北陸のカワラケと輸入陶磁器・瀬戸美濃製品』北陸中世考古学研究会
藤田 邦雄 1997「第2章 第2節 中世加賀国の上師器様相」F中近世の北陸H』 】ヒ陸中世土器研究会編
吉岡 康暢 1994『中世須恵器の研究』 吉川弘文館
藤沢 良祐 2008『中世瀬戸窯の研究』 高志書院
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第 5節 小 結

今回発掘調査では縄文時代、弥生時代、古代、中世、近世の遺構・遺物を確認することができた。

縄文時代では、遺構からの出土はSB01柱穴からの出土だけである。これについてはSB01が中世の遺

構であることから流れ込みによるものとする。その他は包含層、自然河道からの出土であった。自然河

道については弥生初期の遺物も確認されており、この時期までは河として機能していたことが分かる。

弥生時代では竪穴建物など集落であると決定付ける遺構は確認していない。ピットなどから遺物の出土

が見られ、周辺地の調査では弥生時代の集落跡を確認していることから、当該地における人の動きがあつ

たことが窺える。

古代については、S101・ 02の 2棟を確認している。掘立柱建物は確認していない。S101は 8世紀後半、

SЮ2は 8世紀中頃のものである。 2棟には時期に差があることから、S102が建てられた後、何らかの理

由で廃絶後、S101へ移動したと推察する。

中世では主な遺構として掘立柱建物、竪穴状遺構、土坑、溝などが確認されている。中世遺構から出

上した遺物については土師器皿、珠洲焼すり鉢、越前焼すり鉢などが出上している。時期は14世紀中頃

～後半とする。掘立柱建物から遺物は出上していないが、当調査で出土した遺物、周辺調査の中世集落

の時期から判断して掘立柱建物も当該期のものと考えられる。

3棟の掘立柱建物は建て替えの痕跡は確認しておらず同時期に存続していたと推察する。SB03内で確

認したS103か ら遺物は出上していないがSB03と セット関係になる可能性がある。C区で確認したS104・

S105周辺からは掘立柱建物は検出していない。

近世については濤のみ検出している。自然河道、農業用水として使用されていたと思われるが溝内か

らは近世期はもちろん、今回の調査時期以外の時期の遺物も出土していることから、調査地周辺に別時

期の集落域の存在の可能性も考えたい。
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測
号
栗
番 遺橋

纏類 日径 器高 底径 色調 (内 ) 調整 (肉 )
残存率 備考 番号

器種 (cm) (cm) (cm) )

ユ
B区
包含層

縄文 にぶ い黄橙
日緑小片 H56

深 鉢

2
D区
包含層～鞍部

縄 文
日縁1お 外面に煤付着

深 鉢

3
B区
包含層

縄 支
底部1″ H52

4
A区
自然河道

底部完形
海綿骨針あり

内面に煤付着

躯
ＢＯ‐ｐ

424 約 173
輪模み痕、金色細粒あり

外面に煤 炭化物付着深 鉢

6
A区
自然河道

縄 文
93

ぶい黄 口縁わすか、体部

約1洛、底部完形

海綿骨針多数あり

内面にモ ミ圧痕あり
Hl10

粗製深鉢 灰

7
A区
自然河道

弥 生
(302)

ぶい黄橙
日縁 刻ヽ 片 外面に煤付着

甕 ぶい黄橙、にぶい黄褐 条

8
A区
自然河道

弥生 褐 赤彩
日縁 1/4

ぶい黄橙、灰、黄褐 赤彩

9
A区
自然河道

弥生 ぶい黄褐 条痕
体部小片

海綿骨針、赤色酸化粒、

石英あり
追加A

甕 ぶい赤褐 条痕、赤彩

躯
ＳＤ０

弥生 ぶい橙、橙 ナデ
口縁ユ/12

赤色粒、黒色粒、石英あり
内面に粘上接含痕あり

N92
変 ぶい褐、褐 擬凹線

1】 躯
ＰＯ‐

弥生 浅黄橙 ナデ
口縁 1々

甕 灰白、にぶい黄鵜 擬凹線剥離

12 駆
朗

弥生
(170)

にぶい捜 ガ キ
口縁小片

高杯or器台 にぶセ ヨコナデ、擬四線

13
A区
SD10

弥生 灰
Iお

赤色粒あり
内面に細かいキズあり。使用痕か

014
高杯 ガ

14 駆
Ｓ‐０‐

土師器
(192)

ヨコナデ、赤彩
H47

現

15 駆
Ｓ‐０‐

須思器
底部1/5 H49

イ

駆
Ｓ‐０‐

lβ H48

17 醒
Ｓ‐０２

日縁1/7弱

区

０２

Ｂ

Ｓ‐
日縁小丼 赤色粒あり 096

19
区

骸

Ｂ

Ｓ‐

■師器 デ
1々

赤色粒あり
内外面共に磨耗

011
饗 ナデ、ヨヨナデ

20
区

∝

Ｂ

Ｓ‐

―
I=師 器 橙 ヨコナデ

日縁lβ 赤色粒あり 08
饗 橙

区

骸

Ｂ

Ｓ‐

土師器 浅 ナ デ
1々

赤色粒あり

内外面共に磨耗著しt饗 浅黄獲 ナ デ

駆
醜

土師器 浅黄櫓 カキロ
1た強 赤色粒あり 09

甕 浅黄橙 ナデ、カキロ

駆
聰

土師器
22 1

にぶい黄構 ヨヨナデ、カキロ、ロクロナデ
1ん弱 長石もしくは石英あり 05

型 にぶい黄橙 ヨコナデ、カキロ

区

０２

Ｂ

Ｓ‐

須恵器
(135)

灰 白 ロクロナデ
口縁小片

黒色粒あり。内面に煤付着 ?
口縁外面に重ね焼き痕か ?

07
イ 灰 白 ロクロナデ

駆
Ｓ‐０２

須恵器
(161)

灰 白 ナデ
口縁小片 098

14 浅黄橙 ナデ

駆
Ｓ‐０２

須忘器 灰 白
底部 1ん 095

郷 灰 自 回転ヘラおこし

27 醒
Ｓ‐０２

須恵器 灰 自 ロクロナデ
底部 1/2 06

不 灰 自 回転ヘラおこし

醒
Ｓ‐０２

須悪器 灰 ロクロナデ
底部 lμ 黒色粒あり 099

瓶 灰 ロクロナデ、ケズ リ後ナデ

駆
ＳＤ０８

須恵器
(126) (21) (80)

ヨヨナデ
底部小片 059

不 ヨコナデ、回転ヘラお

30 駆
ＳＤ０８

須悪器
67 底部12 OH7

lT

駆
ＳＤ０８

須思器
74 底部 1/3 0119

駆
ＳＤ０８

底部lμ 0116

駆
ＳＤ０８

060

契 駆
ＳＤ０８

1た弱 On8

駆
醐

(156) 口縁月ヽ片 外面に一部火ぶ くれあり 0115
短頸帝

駆
醐

須恵器
1/5強 自然 1峰灰 0113

瓶

37 駆
醐

須恵器
底部 1/7 On4

瓶

∝
貶

須恵器
127 42

ロクロナデ 口縁 3た、
底部完形

自然釉あり 012
lT リープ ロクロナデ

∝
剛

土師器
(186)

赤褐 ナデ、赤藩
日縁小片 内外面に煤付着 0107

婉 ナデ、赤彩

B区
包含層

土師器 ぶい黄橙 ナ デ
底部 1お H醜

甕 ぶい黄構、にぶい黄褐 ナデ、糸切 り痕

B区
包含層

土師器 ぶい黄構
底部 1ん 底部穿孔

疑 ぶい黄橙

D区
包含層～鞍都

土師器
(220)

ぶい橙 ヨコナデ
日縁小片

変 ぶい黄雑 ヨコナデ

D区
包含層～鞍部

須恵器
H74

第 3表 出土遺物観察表 1
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第 3表 出土遺物観察表 2
測

号

実

番 遺構
色調 (肉 ) 調整 (内 )

残存準 備考 番号
(Gn) (cm) 色調 (外 ) 調整 (外 )

型
D区
包含層～鞍部

(124)
灰

H73
芥 灰

D区
包含層～鞍部

須恵器
(128)

灰
日縁′1ヽ片 H76

邦 灰

D区
包含層～鞍部

須恵器
(132)

灰黄
口縁小片 H的

必 灰黄

D区
包含層～鞍部

須恵器 灰
底部二ん

雰 灰

D区
包含層～鞍部

須恵器 灰
底部ユん

跡 灰 回転ヘラ削 り

D区
包含層～鞍部

須恵器 浅黄
底部 1/4 焼成不良 H78

雰 浅 黄

511
D区
包含層～鞍部

須恵器
120 ユん H惚

F4N

51
区

伽

Ｃ

Ｓ‐

土師器 0102
皿

区

伽

Ｃ

Ｓ‐

土師器
1ん 黒色粒あり 011Xl

皿

開 ∝
帥

土師器
1/5弱

赤色粒あり

底部外面磨耗
0103

皿

54 ∝
醜

(116)
ヨヨナデ

日縁小片 0101

区

０５

Ｃ

ＳＩ
(47)

ナ デ
小片 赤色粒あり 01∞

区

０５

Ｃ

ＳＩ

イこぶヤ ナ デ
赤色粒あり 0104

にぶセ ナ デ

区

０５

Ｃ

Ｓ‐

土師器 にぶい橙 ナデ
lκ

赤色粒あり

磨耗著 しい
0105

にぶい権 ナデ

躯
ＳＤ０２

瀬声美濃
125

オリープ褐、黒褐 施紬 (鉄釉 ) 日縁わずか、
体部 1/12

黒色粒あり N93
天 目茶碗 オリーブ褐、灰白、黒 施釉 (鉄釉 )

59
A区
SD03

土師器 浅黄橙、澄
lμ

赤色粒あり
磨耗著 しい

N伽
皿 浅黄橙、橙 指圧痕

A区
SD07

土脈器 ぶい黄橙
1″ 口縁端部に煤 炭化物付着 H264

皿 にぶい黄橙

躯
ＳＤ０７

珠洲焼
(140)

灰
日縁小片 海綿骨針あり H88

十望

足
ＳＤ０７

珠洲焼 にぶ い貢糧
日縁小片 H82

すり鉢

駆
ＳＤ０７

珠洲焼
底部 1ん 海綿骨針あり H86

すり鉢

64 足
ＳＤ０７

瀬戸美濃
(134) 小片 H87

折縁小皿

躯
醐

土RT器
小片

皿

足
醐

珠洲焼
体部小片 海綿骨針あり N89

躯
ＳＤ０９

越前焼 ロクロナデ
底部 1/4

褐、 にぶ t ロクロナデ

霊
Ｄ・２

日縁小片 H紹9

D E区
SD12

にぶい
底部小片

D E区
SD12

87
施釉 (白磁 )

ユん
高台挟 り込み (15C中 ～後期 )

胎土目あり施釉 (白磁 )

71 ∝
醜

土師器 赤橙 ヨコナデ
小片

内外面に炭化物付着
回縁部に煤付着

0108
ヨヨナデ、ケズリ後ナデ

72
区

∝

土琶市器
(150)

黄灰 ヨヨナデ、ナデ
1ん 赤色粒あり

にぶい黄種 ヨコナデ、ナデ

殉
区

０５
(293)

灰 白 ヨコナデ
日縁小片 海綿骨針あり 0109

すり鉢 灰 ヨコナデ

Й 駆鱒
土師器 橙 ヨヨナデ

1/4
皿 橙 ヨヨナデ

壁面
土師器 にぶい橙

赤色粒 あ り H268
皿 にぶい橙

壁面
瀬戸美濃 オ リ

口縁小片
折縁小 Ill

壁面
瀬戸美酒

底部12 H26J
平底未広碗

B区
包含層

瀬戸美濃 1こぶ ヤ
H55

含子蓋か

79
8区
包含層

青磁
I海 H50

筒形碗

80
B区
包含層

越前か
底部 1/8

饗

出土石製品観察表

測

号

実

番 違欄 器糧
最大長 最大幅 最大厚 質量

石材 備考
測

号

実

番
(ё�) (cm) (cm) (gl

B区
包含層

ほ 石 H122

82
D区

包含層～鞍郡
砥石 H124
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第5章 第 19次調査

第 1節 発掘・整理作業の経過

第19次調査は、都市計画道路建設に先立つ調査であり、平成17年 7月 6日 に着手し、同年■月23日 に

現地における作業を終了している。調査面積は2,506だである。なお、発掘調査報告は平成17年 5月 24日

付教文第57号にて提出している。

調査着手当初は、予定地の北側部分に薔薇園のハウスが残っていたため、南側から順に北へ延伸して

いく方法で進めた。調査区を設定した後、遺構上面までの表上を除去し、7月 14日 より入力による遺構

検出作業を開始した。作業の内容は発掘作業員による遺構掘削や調査員による記録作業及び調査区内の

遺構写真撮影などである。途中、作業の進捗状況にあわせて現道や水路などの区切りごとに空中写真測

量を実施した。撮影した回数は延べ 3回である。

出土品の整理作業は、平成21年度に行った。内容は、出土品の洗浄と記名・分類・接合及び実測作業

であり、一貫して 1名の整理作業員が担当した。並行して現地で作成した記録図や図面編集、出土品の

写真撮影及び原稿執筆等を行い平成24年 3月 30日 までにすべての作業を終了した。

第 2節 調査の方法

調査の方法は、現状により調査区中ほどを東西に伸びる現道を境にその南側及び北側と、水路で区画

された薔薇園のハウス部分の大きく3か所に区分して行った。重機で遺構上面までの表土を慎重に除去

した後、作業員による包含層の掘り下げ及び遺構検出を行い、並行して 1/100の遺構略測図を作成した。

遺構検出時に、当該地 (特に北側)には相当規模の掘立柱建物が存在することが判明していたため、建物

の全体像を把握した上で柱穴の半裁方向を確認しながら掘削を進めた。その他、それぞれの遺構につい

ても必要に応じて土層断面を確認しながら調査を行つた。

第 3節 遺 橋

今次の調査区は、南側に中世段階の上坑や性格不明遺構が多く確認されており、中央部分には性格不

詳の小穴群が集中している。また、古代の掘立柱建物群は北側に集中して展開する傾向がみられ、その

方位軸も西へ20～26度程度大きく振れており、周辺で確認されている同時期の建物と比較してもその振

れ幅が大きいことが特色である。その他、紙数の制限もあるため個別の詳細については遺構観察表 (第 4

～ 5表 )を参照していただきたい。

第 4節 遺 物

代表的なもの81点を掲載した (第38～36図 )。 掘立柱建物群が多く展開する北側調査区から出上したも

のが多く、南側の中世期の遺構から出土したものは小片がほとんどであり、その量も少ない。概ね 9世

紀後半代のもので占められており、建物群の時期を知る上で有効な資料である。詳細は遺物観察表 (第 6

表)を参照していただきたい。

第 5節 小 結

今次の調査で特徴的なものは、 2× 7(8)間 の大型建物SB-09である。前述したとおり建物の方位軸
は西へ26度 と大きく振れており、その向きは平成14～ 18年度にかけて確認された古代北陸道にほぼ直行

しており、その性格が注目されるが、最も長く古代北陸道が確認された調査区(平成16年度 。第 9。 10

次調査―南東方向へ約150m)と の間には国道 8号が走っており、また周辺の民地についても調査が実施

されていない部分が多く残されている。墨書土器などの有効な資料が確認されていない現状では、確証

は持てないが 9世紀前半代から10世紀初頭にかけて廃止された石川郡内の駅家である可能性も考えて

おきたい。
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SP014

1 暗褐灰色粘質土
2暗 灰色粘質土 (黄色粒少 )
3暗 灰色粘質土 (黄色粒多 )
4暗 灰色粘質土 (黄色土マー功 レ状 )
5晴 反褐色粘質土
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SP015

0           2m

SB01-SP15
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2

―
―

4

―

Ci
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1 晴灰褐色粘質±      1 淡暗反色粘質土 (黄色粒またら)
2暗 灰色粘質上 (湿つぼい) 2暗 反色粘質土
3暗 褐灰色粘質±      3淡 暗灰黄色粘質上

4暗 黄灰色粘質土
5灰 黄色粘質土 (やや晴い)

0                      2m

SB01-2

SB01-4
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2淡 暗灰貢色粘質上
3晴 灰黄色粘質土 (マー功 レ状 )
4暗 反色粘質土 (黄色粒少 )
5淡 黄色粘質土 (晴灰色土縞状 )

SB01-1

1 暗灰掲色粘質土
2暗 褐色粘質土 (黄色粒中)
3暗 褐灰色粘質土 (黄色粒中)
4暗 褐灰色粘質土
5暗 灰色粘質土
6暗 黄褐色粘質土 (マー功 レ状 )
7晴 灰色粘質土
8晴 褐色粘質土
9暗 褐灰色粘質土 (黄色粒少 )

1640m
C

1 耕作土
2 橙褐色山砂
3 1日 耕作土
4灰 褐色粘質土
5 暗褐色粘質土
6 階灰色粘質土
7淡 灰褐色粘質土
8暗 灰色粘質土 (やや淡 )
9 黒色粘質土 (やや淡 )
10淡 暗灰色粘質土 (黄色粒少 )
11 暗灰褐色粕質土 (黄色粒中)
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質
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色
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暗
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第20図 SB01(平面図S〓V80、 断面図S=1/40)

(SP013)
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SP064

(SB15-2)

0           2m

SP063 SP060

SP63
bi

1 暗褐灰色粘質土
2階 褐色粘質土 (黄色粒少 )
3黒 色粘質土 (黄色粒少 )
4灰 掲色粘質土
5暗 灰色粘質土 (黄色ブロック)
6灰 白色粘土
7淡 晴灰色粘質土 (黄色粒少 )
8晴 灰色粘質土

蜘一ｂ
ｍ６

．
４。

一
Ｃ

SP44
Ci

1 暗褐色粘質土
2階 褐灰色粘質土 (ま たら)
3階 褐灰色粘質土 (マー功 レ状 )
4淡 黄色粘質土 (黒色土まだら)
5晴 灰色粘質土 (黄色粒少 )
6淡 黄色粘賢土 (マー功 レ】犬)
7淡 黄色粘質土 (マー功 レ】犬)
8淡 黄色粘質土 (マー功 レ状 )
9淡 黄色粘質土 (マー功 レ状 )
10暗 灰色粘質土
11 暗灰色粘質土 (黄色粒少 )

０６ＰＳｍ蜘一ｃ

1 暗褐色粘質土
2淡 暗褐色粘質土 (黄色粒少 )
3暗 褐灰色粘質土
4暗 灰黄色粘質土 (マー功 レ状 )
5淡 晴灰色粘質土 (黄色粒少 )
6淡 暗灰黄色粘質土 (まだら)
7淡 黄色粘質土 (灰色土シミ状 )
8賠 灰色粘質土
9淡 黄色粘質土 (灰色土シミ状 )

第21図 SB03(平面図S=1/80、 断面図S〓1/40)

SP064__
Ct

1 暗褐色粘質土
2淡 暗灰黄色粘質土 (マー功 明犬)
3暗 灰色粘質土 (黄色粒少 )
4暗 灰色粘質土 (黄色プロック)
5暗 灰色粘質土 (黄色粒少 )
6暗 灰色粘質土 (黄色プロック)
7暗 灰黄色粘質土 (マー功 閉犬)
8暗 灰色粘質土 (黄色土シミ状 )

0                   2m

(SB15-2)

1 暗灰色粘質土
2淡 暗褐色粘質土 (黄色粒中)
3暗 灰黄色粘質土 (マー功 レ状 )
4淡 暗褐灰色粘質土
5淡 黄色粘質土 (暗灰色土シミ状 )
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SB04-1

SB04-2

SB04-4

1640m sB04-3 _
a               ai

SB04-3

０６８
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・げ

ＰＳ

ｍ

蜘一ｂ

1 暗褐色粘質土 (やや淡い)
2褐 灰色粘質土 (貴色粒少 )

0           2m

SB04-1

SB04-4

８６０ＰＳ
ｍ蜘一ｃ

SB04-2

1 暗褐色粘質土
2淡 黄色粘質土 (暗灰色土マー功 レ状 )
3暗 灰色粘質土 (黄色土シミ状 )
4淡 暗灰色粘質土 (黄色粒中)
5淡 黄色粘質土 (晴反色土シミ状 )

1 暗褐灰色粘質土
2淡 黄色粘質土 (暗灰色土シミ状 )
3暗 灰色粘質土 (黄色粒中)
4暗 灰黄色粘質土 (またら)
5暗 灰色粘質上
6灰 黄色粘質土
7淡 黄褐色粘質土
8淡 黄色粘質土 (地山)

1 暗褐灰色粘質土
2淡 暗灰色粘質土 (黄色粒少 )
3灰 黄色粘質土 (黄色粒少 )
4淡 灰貢色粘質土 (黄色粒少 )
5淡 暗灰色粘質土

ワ
1 暗反褐色粘質土
2晴 褐灰色粘質土 (黄色プロック少 )
3暗 灰色粘質土 (黄色粒少 )
4暗 褐色粘質土 (黄色粒少 )
5反 黄色粘賣土 (やや暗い)
6淡 黄色粘質土 (暗灰色土またら)

0                      2m

第22図 SB04(平面図S=1/80、 断面図S=1/40)
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Od

SB07-5

SB07-4

SB07-3

SP125

SB07-2

0          2m

SB07-1

1 晴灰色粘質土 (黄色粒少 )
2晴 褐色粘質土 (黄色粒中 )

SB07-4・ 5

SB07-1

SK07(SB07-3)

SB07-2

1 晴灰色粘質土 (黄色粒中)
2暗 褐色粘質土 (焼土粒少 )
3暗 灰褐色粘質土 (黄色粒中)
4淡 暗灰色粘質土 (黄色ブロック)

1褐色粘質土
2淡 暗褐灰色粘質土
3灰 褐色粘質土
4淡 暗褐色粘質土
5淡 暗褐色粘質土 (黄色粒少 )
6淡 暗灰色粘質土 (黄色粒少 )
7淡 暗灰色粘質土 (黄色粒マー功 レ状 )
8暗 灰色粘質土 (黄色粒少 )
9晴 灰褐色粘質土 (黄色粒少 )
10淡褐灰色粘質土
11 暗褐灰色粘質土 (黄色粒多 )
12濁灰黄色粘質土 (マー功 レ状 )
13淡黄色粘質土 (暗灰色土シミ状 )

1 暗褐灰色粘質土 (またら)
2淡 暗灰色粘質土 (黄色土マー功 レ状 )
3淡 黄色粘質土 (地山質 )
4淡 黄色粘質土 (暗灰色土シミ状 )
5淡 黄灰色粘質土
6淡 暗灰色粘質土 (黄色粒少 )
7暗 褐灰色粘質土 (黄色プロック)
8淡 暗灰色粘質土 (黄色土またら)
9暗 灰色粘質土

蜘一ｃ

ｍ

蜘一ｄ

1 暗褐灰色粘質土
2淡 晴灰色粘質土
3淡 黄色粘質土 (暗灰色土シミ状 )
4暗 灰色粘質土
5淡 暗反責色粘質土
6淡 黄色粘質土 (暗灰色土シミ状 )
7淡 黄色粘質土

第23図 SB07(平面図S=1/80、 断面図S=1/40)

SK07(SB07-3) SB07-4

0                       2m

SP125

1 暗灰色粘質土
2暗 灰褐色粘質土
3暗 褐灰色粘質土
4淡 黄色粘質土 (階灰色土シミ状 )
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1640m SP150

1灰黄色粘質土
2暗 灰褐色粘質土
3淡 暗反色粘質土 (黄色粒中 )
4淡 黄色粘質土 (暗灰色土シミ状 )
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5淡 暗灰黄色粘質土 (ま だら)
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3灰 色粘質土 (黄色粒中 )
4淡 黄灰色粘質土

0                      2m

第24図 SB03(平面図S=1/80、 簡面図S=1/40)
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第25図 SB09(平面図S=1/80)
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粘
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粘
粘
質
粘
色
色

色
色
粘
色
灰
褐

褐
灰
色
褐
暗
暗

灰
褐
反
反
淡
淡

SK09

棚
棚
　
棚

・功レ状
拗
憫
拗

筆筆土蜂栄陣抑陣雖

鞭鞭韓帥韓隆韓隆靱

褐
掲
灰
褐
灰
色
黄
色
灰

淡
淡
褐
灰
褐
灰
淡
反
淡

1 暗灰褐色粘質土
2晴 褐色粘質土
3暗 灰色粘質土 (やや淡く黄色粒多 )
4暗 反色粘質土
5濁 暗褐灰色粘質土
6淡 黄灰色粘質上

第30図 SK01～ 05・ 09(平面図S=1/80、 断面図S=1/40)

1 晴灰色粘質土
2暗 褐色粘質土 (やや淡い)
3暗 掲反色粘質土 (黄色粒中)
4晴 灰褐色粘質土

1 耕作土
2床 土
3暗 灰褐色粘質土
4暗 褐色粘質土
5暗 掲灰色粘質土 (黄色粒少 )

1「
  ::悟 撮雹驚昼室

霞 異醤冦歩 )

9黒 色粘質土
10淡 反黄色粘質土
11 褐反色粘質土

1 暗灰色粘質土
2淡 暗灰色粘質土 (黄色粒少)
3灰 黄色粘質土

0                       2m
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ＳＸ０２

４
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４

at

1 明褐色粘質土
2灰 褐色粘質土
3褐 灰色粘質土
4淡 暗灰色粘質土
5濁 暗灰色粘質土
6濁 淡黄色粘質土

1 灰色強粘質土 (黄色粒少 )
2灰 白色粘質土
3掲 色粘質土 (やや暗い)
4灰 褐色粘質土 (黄色粒多 )

16.50m
C 14   Ci

1 灰色粘土
2灰 黄色粘質土 (マー功 レ状 )
3灰 褐色粘質土 (暗灰プロツク)
4黄 灰褐色粘質土 (マープル状 )
5灰 褐色粘質土
6灰 色粘質土 (東側で黄色ブロック)
7褐 灰色粘質土 (黄色粒少 )
8褐 色粘質土 (黄色プロック中)
9淡 暗灰色粘質土 (湿つぼい、黄色粒少 )
10褐 灰色粘質土 (やや暗い、湿つぼい)
11 灰色粘質土 (黄色粒少 )
12褐 灰色粘質土 (黄色土縞状 )
13灰 黄色粘土
14淡 晴灰色粘質上 (ま たら)
15濁 淡黄色粘質土

※東南側から埋められている。

0          2m

0                      2m

第31図 SX01～03(平面図S=1/80、 断面図S=1/40)

-45-





SB06

SB05

第32図 遺構全体図(S=1/500)
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第 4表 堀立柱建物一覧表 1

遺構  I グリット 軸 1昆評 1梶辞 1菓 1桁 構成SP 離
ｍ
解
吼
雄
∞

セクション聴 遺物掲載番号 その他

SB01 1F～ Gθ   l N■ 1°
―W 1 5511+ 1 41Xl 1  2+  1  2 SB01-1

SP14 切り合し

SB01望 切り合 ,

511 (29) 調査区外

S801-2 GF

SB01-3 GG 切り合 t

SB02 1F～G12   1 N■ 6° W 1 430+ 1 380+ 1  2+  1  2 SP65 Ю 24

SP66 弱 切り合い

SP91 63 劇 ∇

S802-1 調査区外

SB∝  IF～ Gll～ 121 N21°
―W I 寝0キ  1 380 1  2+  1  2 SP64 切 り含 ,

SB15-2

SP60 ∞ 切 り合ヤ

SP63 FS

SP44 64

SB04 1 G13    1 N■ 4。―W 1 600■  1 550 1  2+  1  2 Sp68 Fc MA19 016

S804-1 酵 切り含い

SB04‐2 約

SB04-3 30 開 切 り合い

SB04-4

SB05 1 H14    1 N‐ 25°‐W 1 480+ |  ?  1  2+  |  ? SP86 76

SB05-] 切 り合い

S805-2 噺 切り合い

SBl16 1 H14    1 N■ 6°―W 1 340+ 1 160+ 1  2+  1  1 SP89 (20) 無 調査区外

SP88

SB06-1 (30, 調査区外

SB06-2

SB06‐3

SB06-4

SB07  114～15   1 N20° ―W 1  6511 i 330+ 1  4  1  1 SP125 rD8

SB07‐ 1 DM 切り合い

SB07と 2 (58) 56 切 り合い

SB07-3 40 SK07と 重複

S807-4 骸 切 り合い

SB07-5 猪 DL(LINEず れ) 切り合い

S808 11～ 」14～ 15 1 N26° ―W I 銘0 1 560 1  3  1  1 Sp103 (63) 67 NIA19-017 調査区外

SP128 切 り合い

Sp150 53 切 り合い

Sp146 NIA19-018 切 り合い

S808-1 切 り合い

S808‐2 (47) 42 切 り合い

SB09 1T～ J14～ 15 1 N26°―W Sp167 調査区外

Sp166 Ю 68 切 り合い

弱 78 102 NIA19-023

切 り合い

27 約 54 切 り合い

‐
9 84 Wり(19-019  20 切り合い

43 MA19-021 切 り合い

SP160 8] hlA19-024

SP171 89 雅 切り合い

SP179 切 り合い

S309-1

SB09-2 錫 106 切 り合い

切 り合い

鬱

SB09-5 107 82 切 り合い

SB09-6

SB09-7 90 89 切り合い

束 1 42

束 2 D」

束3 17 切り合い

束4
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第 4表 堀立柱建物一覧表 2

第 5表 堀立柱建物―柱間寸法 1

遺稿  I グリッド 軸 1見絆 1粍絆 1楽 1桁 構成SP 露
帥
躍
帥
雄
ｍ
セクションh 遺物掲載番号 その他

S310 1～ 」15～ 16 1 N‐ 25° W 1 840キ  1 翌0 1 3キ  1  1 Sp165 (35) MA19-025 切り合い

60

SP182 71 切り合ヽ

88 MA19-026 S103と 重複

51 (40) 調査区外

S310-2

SBH IC～ H12  1 N20° W 1  390  1 3醐  1  2  1  1 SP55 47 FY NIA19-027

SP57 58

SP56 62 44 FZ

SBll-1 40

S811-2 お

SBll‐ 3 34 22

SB12 1 H13    1 N-24° W 1  650 1 290 1  3  1  1 SP70 39

SpЮ

SP80 55

SB12-1

SB12-2 64

Sp72 (64) 49 調査区外

SP73 「D8

SB12嗚 Й 58

SB13 1 H13    1 N-20° ―W 1 260+ |  ?  1 1+ |  ? Sp74 58 (47) 71 調査区外

SP75 η 59 切 り合い

S314 1H13    1 N-20° ‐W 1 290+ |  ?  1  1+  |  ? SP76 65 Eg 切 り合い

SB14-1 切 り合い

SB15 1F～ Cn～ 121 N16tW 1 400■  1 430■  1  1+  1  1 Sp041 無 切り合い

SP15‐ I 切 り合い

SP15-2 93

1尺 =30 3cm

編立柱建物 柱
柱間

尺 その他

SB01N― S

SB01W― E

SB01‐ 1と SP14 220 726

Sp14と SB01-4

S801-3と SP15 230 759 SP15は 調査区外

S801-1と SB01‐2

SB01-2と SB01-3 62?

SB02N― S

SB02Th/E

SP65と SP66 759

S802-1と SP91 710 S802■ は調査区外

SP91と SP66 225

SB03N― S

SBl13W E

Sp64と SB15-2 160 528

SB15-2と SP60 190

SP44と SP63 21Xl 660

Sp63と SP60 180 594

SB04N― S

S304W― E

S804-1と S804-2 743

S804‐ 2と SP68 250 825

SB04-4と SB04-3 275 908

S8似 -3と SP68 270

SB05N‐ S SB05‐ 1と SP86 170 561

SP86と SB05-2 185

SB06N― S

SB06ヽV― E

SB06-1と SP88 220 726 SB∞ 1は調査区外

S306‐ 2と SB06‐3 95

SB06 3と S3064 185 611

S806望とSP89 160 528 SP39は 調査区外

S807N‐ S

S30N― E

SBO″5と SB07‐ 4 155

SB07-4と SB07-3 185

S807-3と SP125

SP125と SB07‐2 528

SpB07-1と SB07-2

SB08N― S

SB08W E

SP150と SP128 1030

SP128と SB08‐ 1 1033

SB03-1と SP103 1023

Sp146と S808-2 6鋸

SP19ЭとSP146 5611
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掘立柱建物 柱 翻
ｍ

尺 その他

SB09N― S

SBl19中央

SB09ヽ V― E

Sp167と SP166 660 SP167は 調査区外

SP166と SB09-1 743

SB09-1と Sp156 175 5終

SP156と S800-2 462

SB09-2と SB09‐ 3 528

S809-3と Sp148 300 990

SP148と SP127 270

SP179と SP171 693

Sp171と SB09‐ 6 220 726

S809-6と SB09-5 1511

SB09‐ 5と Sp160 1511

SP1611と SB09‐ 4 160 528

SB09-4と SP143 1023

SP143と Sp138 280 9Й

SB09‐ 7と 束1 365 1205

束1と 束2 325 1073

束2と 束3 290 957

床3と 栞 4 260

束4と SP140 数

SP167と SB09‐ 7 290 957

S809-7と Sp179 1023

SP140と SP138 1023

SP127と SP140 290

SB10N― S

S8111W E

Sp187と SP182 250

SP182と Sp168 260 858

SP168と SP169 180 594

SB10-1と SB10-2 S8101は調査区外

S810-2と SP165 180 5銘

SP165と SP169 520 1716

SBllN― S

SBllヽV― E

SP57と SBll-3 21111

SBll-3と SP55 190 627

SP睛 とS811-2 190

SBll‐ 2と SBll] 240 792

SP57と SP酪 350 1155

SP55と SBll-1 340 1122

S812N― S

SB12W E

SP80と SPЮ

SP79と SB12‐ 1 693

SB12-1と SP70 225 743

SB12-2と SB12-3 160

SB12お とSP73 260 858

SP73と SP72 260 8F。8 SP穆は調査区外

SP80と SB12-2 290 957

SP70と SP72 240 792

SB13N― S SP93と SB13‐ 1 180 594

SB14新 SP偽 とSP密 lttЭ SP74は 調査区外

SB141日 SP76と SB14 1 180 594

SB15ヽV― E SP41と SB15‐ ] 430 1419

SB15-1と SB15-2 400 1320

第 5表 堀立柱建物―柱間寸法 2
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第35図 出土遺物実測図 3(S=1/3)
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第 6表 出土遺物観察表 1

掲載
番号

糧別 器 種 出土地点 唯
ｍ

径

ｍ

底

ｍ

高

ｍ

器

ｍ
遺存値 外面調整 内面調整 外面色調 内面色調 胎土

測
号
実
番 備考

1 縄文上器 深 鉢 C5～ 6包含痛 7軒R42 7 5YR3/1 M2、 S3 M143

2 縄文土器 深鉢 C5～ 6包含層 7 5YR守ワ 10YR6 3 M3、 S3 M144

3 石製品 打製石斧 旧河道 最大長 109、 幅80、 厚30mm、 重3658 M074 火山礫凝灰岩

4 石製品 打製石斧 C5～ 6包含層 最大長 151、 幅 105、 厚2伽 m、 重500g M145 火山礫凝灰岩

5 石製品 打製石斧 C5～ 6包含層 最大長 128、 幅熔、厚27m、 重310g れヽ146 輝石安山岩

6 石製品 打製石斧 C5～ 6包含層 最大長殉、幅66、 厚21mm、 重1396g M147 緑色凝灰岩

7 須恵器 lTNA S103 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ ユ∝ R8姥 10YR8/2 Mユ M001

8 須恵器 郷A S103 3μ ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 5Y7/1 5Y71 M2、 S3 M003

9 須恵器 邦 A S103 37 小片 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 25Y7/1 25Yダ 1 M004

須恵器 イ蓋 S103 3お ロクロナデ ロクロナデ 5Y6/1 5Y6/] Mユ、S2 M006

11 須恵器 不露 S103 小片 ロクロナデ ロクロナデ N,℃ N5沖D 4ヽ002

12 須恵器 不書 S103 164 小片 ロクロナデ ロクロナデ 25Y6/1 10YR71 1ヽ1、 S2 M007

13 須恵器 横瓶 小片 平行タタキ 同心円タタキ NttЭ NttЭ M008

14 上師器 長胴釜 S103 173 1″ カキロ カキロ 5YR7/6 5YR7/4 M009

15 上 rlm器 長胴釜 S103 163 ロクロナデ ロクロナデ 5YR8 4 ⅣR8た 卜江010

16 須恵器 S804-SP068 ユ殉 ロクロナデ ロクロナデ 5Yr。 1 N″0 M2 ふれ13ユ

17 須忘器 邪 B SB08-Spl∝ 鬱 1ん ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 5Y6/1 伊F6/】 MI、 S3 M030

笈志器 芥蓋 S808-SP146 175 /1ヽ片 ロクロナデ ロクロナデ 25Y6/1 25Y7ユ M049

須恵器 1/N SB09-SP138 1お ロクロナデ ロクロナデ 5YVユ M035

土師器 椀 A S809-Sp138 75 ロクロナデ、底糸切り ロクロナデ lllYR4カ lllYR8ん M034

須恵器 必A SB09-SP143 1お ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 25Y82 2 δF,ワ 江ヽ037

須恵器 必A SB09‐ SP153 1犯 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 75Y8/1 7 5YVユ M039

須ぷ器 必 轟 SB09-SP156 1お ロクロナデ ロクロナデ N5Ю M036

% 須恵器 14N SB09-SP160 124 ロクロナデ ロクロナデ N6/0 N5Ю M2、 S3 N1033

須恵器 邦 A SB10-SP165 1ん ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 5Y8/1 5Y81 Ml141

土師器 椀 A SB10-SP187 小片 ロクロナデ ロクロナデ 2「IYRFD 6 2 5YR5ん M047 内外赤荘

須忘器 皿 SBll― SP055 /1ヽ ,i ロクロナデ ロクロナデ 25Y6/1 25Y6/1 M■9

須恵器 イ B SB12?― Sp076 78 1″ ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 25Y7ユ 25W7/1 M126

須恵器 lTNB SKl15 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 5Y5/1 伊F5/1 1ヽ012

須恵器 FrNA SKl17 2β ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 10YR8/1 25W7/1 1ヽ013

須恵器 必A SK07 1海 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 25Y6/1 25Y6/1 卜五〇1弯

須恵器 れ ヽ SKl17 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 25Y8, 2 5YV2 M015

土師器 長胴釜 SK07 190 カキロ カキロ 7 5YR8 3 7 5YRV3 M016

須恵器 14NA SK08 80 1々 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ NV0 N670 1ヽ017

須忘器 邦 B SK08 ユお ロクロナデ、底ヘラ切 り ロクロナデ 5Y5/] 5Yyl M018

土師器 浸胴釜 SK08 ユお カキ日 カキロ 7 5YR7/6 7 5YR4ん 1ヽ019 煤

須恵器 邪 A SK09 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 25Y71 2 roY82 1ヽ1 M020 煤

須恵器 る 代 SK09 4ん ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 10YR8, 25Y8″ M骸 1

須忘器 lTNA SKЮ 9 1別 銘 ユμ ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ NM9 75Y6/1 M022

須恵器 lTNB SK09 102 41 〃3 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ N64Э lllYR6/1 し1、 S3 M023

須恵器 ITh孟 SK10 1ん ロクロナデ ロクロナデ N7/6 5Y6/ユ M2、 S3 M024

土師器 長胴釜 SK10 207 小 片 カキロ カキロ 10YR8 j 10YR3/3 M025

須恵器 JT 133 小片 ナ デ ナ デ 2 5Yσ l 2 5Yvl h/11、 S3 M 5tl

須恵器 れ へ ユん ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ ひr伊 ] 5W℃ /1 Ml、 S3 M「92

須恵器 邪A SD01 1ん ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 75W6/1 2 δFηク M 「D3

須恵器 瓶 192 小片 ロクロナデ ロクロナデ 5ヽ7/1 5Yη l M

土師器 1ん ナ デ ナ デ 7 5YR7ん lllYR62 M2 M

須恵器 双耳瓶 SD02 小 片 ナデ ナ デ 5W3/1 5Y7ユ 卜И S3 M

土師器 長胴釜 SD07 1銘 小片 ロクロナデ ロクロナデ 10Y町4 10YR6/3 M

石製品 砥石 Sp003 最大長 101、 幅 52、 厚32mm、 重13388 M 15

須芯器 イA SP025 12 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 25Y71 5Y71 M

土師器 椀 SP029 lμ ロクロナデ、底ヘラ切 り ロクロナデ、 ミガキ 伊FR7/6 DFvl M 内黒外赤

須恵器 イ蓋 Sp031 183 1ん ロクロナデ ロクロナデ 5Y″ ] 10YR7/1 Ll、 S3 M

ro4 須恵器 ITNA SP034 lμ ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 5Y6/] δFダ l M 閉

須恵器 円面硯 SP042 l″ Nη 0 伊F4/3 江ヽ1 M

須恵器 然 Sp05] 小片 ロクロナデ ロクロナデ 25Y5″ 25Y6/ユ M

57 須恵器 不B SP060 l海 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 5Y6/1 25Y6/] M123

開 土師器 短胴釜 Sp069 82 小片 ロクロナデ ロクロナデ lCIYR閉 10YR6/3 M2、 S2 Ml16

開 土師器 椀 Sp084 小片 ロクロナデ ロクロナデ、 ミガキ 評R6た 5Y2/1 卜狂127 lAl黒外赤

須恵器 ITNB Sp100 をお ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 5Y7] ひF5/1 1ヽ1、 S3 M飩6

須恵器 不A Sp10】 1/3 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 2 DFη l 25Y7/1 M038

須恵器 必 Sp105 192 小片 ロクロナデ ロクロナデ 10V7/1 Nr。 0 M028

∝ 須忠器 不B SPl10 83 月ヽ ,キ ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロチデ 伊Fダ ] 5Y6/1 M029

64 須恵器 郷 B SPl12 1/4 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ lCrr671 10Yは 1 M031

上師器 鍋 Spl14 小片 ロクロナデ ロクロナデ 10YR7犯 lllYVん Ml、 Sユ M050

須恵器 必 B SPl15 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナテ N470 N5/0 M032
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第 6表 出土遺物観察表 2

注記 法量の数値は遺存値の項目に「完」とない場合はすべて復元径である
遺存値に示した数値は、実測図に表された範囲内での遺存値であり、器形全体に対するものではない

調整 「ヨヨナデーケズリ」であれば、ヨヨナデを行つたのちケズリを行つていることを示す
併記の場合は同一器面で調整が異なる場所があることを示す

色調 r新装標準土色帳』に準拠
胎土 アルファベットは鉱物粒子の大きさ。S(径 1剛以下)M(径 1～ 3m)L(径 3na以 上 )
数値は鉱物粒子の量。0(ほ とんど含まない)1(少量含む)2(やや多い)3(多 い )

須恵器 土師器の器種名は小松市教育委員会2107～ 20119「 額見町遺跡■～ⅣJを参考にした

鎖 一翻
・

器穏 出凱 罐
ｍ

底径 編
叫
遺存値 外面調整 内面調整 外面色調 内面色調 胎土

一測
号
実
番 構

上師器 長胴釜 Spl17 1磁 摩耗 摩耗 10Y瑚8 10Y剛9 M3 M057

68 須恵器 郷 B SP134 η 小片 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 5Y5/1 5Y5/1 M048

土師器 椀 SP139 ロクロナブ ロクロナデ 軒R6/4 10YR2れ M051 肉黒外赤

70 土師器 鍋 SP141 320 小片 ロクロナデ ロクロナデ FoYR6/6 7 5YR7/4 M052

須恵器 外蓋 河ヽ片 ロクロナデ ロクロナデ 75Y6/1 75Y6/ MC154

須恵器 邪A SP154 終 1/2 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナデ 75Y7/1 75Y7/ M040

密 須恵器 ITN SP155 小片 ロクロナデ ロクロナデ lσF'1 75Y6/ Mμ3

i4 須恵器 郷蓋 SP174 1約 1/6 ロクロナデ ロクロナデ 2 ar5/1 25Y6/ M053

Ъ 須恵器 不 SP176 月ヽ片 ロクロナデ ロクロナデ N6/0 N90 1ヽ027

76 須恵器 alA SP185 125 23 1/4 ロクロナデ、底ヘラ切り ロクロナブ 75Y4/1 7 5YVI M026

震恵器 郷蓋 SP188 155 ガヽ片 ロクロナデ ロクロナデ 5Y3/1 FDY6/1 江ヽ3 M056

78 須恵器 不 8 Sp189 1/2 ロクロナデ、底ヘラ切 り ロクロナデ N5加D N54D M∝2

須恵器 不蓋 SP190 146 ロクロナデ ロクロナデ 75Y6/1 7げrげ 1 MO弱

80 須恵器 邦 SP194 小 片 ロクロナデ ロクロナデ 75Y5/1 75Y6/1 M044

土師器 長胴釜 SP200 252 小片 カキロ カキロ 10YR7/4 1瀾 子4 M∝ 5

-57-



写
真
図
版
１
（第
２
次
）

ゞ.■■.ヵ

拳

調査地遠景 (北西から)

≒
==ク

・
―甚

r掠:!鰈|.||

■姿総 芦

型一節鞘攣騨（

鉛鑑蝿

ゴ>＼ミニ
■|ミモミ

A・ B区全景

艤 Ⅲモ|



写
真
図
版
２
（第
２
次
） 移

3
2



写
真
図
版
３
（第
８
次
）

A区 全景 (北西から)
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1～ 3区全景(上空から、上が南東) 1～ 3区全景 (南西から)

4区全景 (上空から、上が北西) 4区掘立柱建物群 (上空から、上が北)
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5区SB09(南東から) 1区完掘状況 (北から)
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一昌 書 名

シ リ ー ズ 名 野々市市北西部土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書
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所   在   地 〒921-8510 石川県野々市市三納一丁目 1番地 TEL 076-227-6122

発 行 年 月 日 2012年 3月 30日

所収遺跡名 所在地
コー ド

】ヒ兼皐 東経 発掘期間 発掘面積ポ 発掘原因
市町村 遺跡番号

三日市A遺跡
第 2次調査

石川県野々市市

三日市町

17344

３

　
３

　
０

‐３６

露

零

第 2次

20021015-

20021225

第 2次

2.2001N
記録保存調査

三日市A遺跡
第 8次調査

石川県野々市市

三日市町

17344

ｒ
υ

　

つ
々

　

ワ
‘

‐３６

∬

留

第 8次
20050407-

20051007

第 8次

3,3001N
記録保存調査

三日市A遺跡
第19次調査

石川県野々市市

三日市町

17344

６

つ
々

１

‐３６

訂

配

第19次

20050706-

20051123

第19次

2,506nf
記録保存調査

所収遺跡宅 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三日市A遺跡
第 2次調査

集落 古代 。近世 掘立建物、溝
土師器、須恵器、近世陶

磁器

三日市A遺跡
第 8次調査

集落 古代 。中世 。近世
竪穴建物、掘立柱建

物、竪穴状遺構、溝

土師器、須恵器、中世土師

器、中世陶磁器、石製品

三日市A遺跡
第19次調査

集落 古代 掘立柱建物、溝 土師器、須恵器、石製品

要 約

古代の集落跡を確認し、竪穴建物と掘立柱建物などを検出している。そのうち 2× 7(8)間 の掘立
柱建物については石川郡内の駅家の可能性がある。

中世については集落跡を確認し、掘立柱建物・竪穴状遺構などを検出した。

近世については溝のみの検出で、自然河道、農業用水として利用されていたようである。
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